
I N F O R M A T I O N

助成金情報

行事予定

助成額　1件上限100万円（助成対象費用の
80%以内）※総額4,500万円を予定

申込期間　平成31年3月18日（月）～4月18日
（木）必着

●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

大阪帝塚山ロータリークラブ
2019年度社会奉仕基金助成金
社会奉仕活動プロジェクトを応援します。
対　象　大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀

県内で社会奉仕活動をしており、本
助成を過去4年以内（平成27年6月
以降）に受けたことのない団体

助成額　1団体上限30万円（合計3団体）
締切り　平成31年4月30日（火・休）
●問　●申　大阪帝塚山ロータリークラブ
　　　　※問い合わせはメールのみで受け付け
　　　　 （osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
U R L　http://osaka-tezukayama-rc.
　　　　cocolog-nifty.com/

　　　1日 生活支援体制整備事業（生活支
援コーディネーター）情報交換会
◆姫路商工会議所

 福祉の仕事就活応援セミナー　
◆三宮研修センター

　　　4日 介護に関する入門的研修（基礎
講座：姫路会場）　　　　　　　
◆じばさんびる

　　　5日 第2回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。ぜひ
ご活用ください。

社会福祉法人NHK厚生文化事業団
第31回「わかば基金」
次の3つの方法でボランティアグループやNPO
の活動を応援します。①支援金部門②リサイク
ルパソコン部門③災害復興支援部門
対　象　地域に根ざした福祉活動を行ってい

るグループ、任意のボランティアグ
ループまたはNPO法人

助成額　①1グループ上限100万円（10グ
ループほどを予定）②1グループ上限
3台（総数50台ほどを予定）③1グ
ループ上限100万円（5グループほど
を予定）

締切り　平成31年3月29日（金）必着
●問　●申　 NHK厚生文化事業団
　　　　TEL 03-3476-5955
U R L　https://www.npwo.or.jp/

公益財団法人木口福祉財団
2019年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、地域福祉の振興に関わる開
拓的・先駆的な事業に助成します。
対　象　障害者や社会的弱者を支援する福

祉活動やボランティア活動に取り組
み、平成30年度に同財団の助成を
受けていない団体

 社協ワーカー実践研究会議　　
◆養父市内

 介護に関する入門的研修（入門
講座Ｂ）　　　　　　　　　　
◆姫路福祉保育専門学校

　　　6日 リスクマネジメント研修　　　　
◆県福祉センター

 施設ケアマネジメント研修（全2
コース）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　　8日 「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン推進協議会幹事会
◆県福祉人材研修センター

 生活支援体制整備事業（生活支
援コーディネーター）全県フォー
ラム　　　　　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館

 日常生活自立支援事業 専門員
等会議　　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　 14日 第2回福祉の就職総合フェアin 
HYOGO　　　　　　　　　　
◆神戸国際展示場１号館

 経営・マネジメント基礎研修　　
◆県福祉人材研修センター

　　 18日 県社協 第259回理事会　　　
◆県福祉センター

　　 19日 退職共済・互助会事務説明会　
◆県福祉センター

　　 20日 第2回法人後見・市民後見推進
会議　　　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

 成年後見フォーラム　　　　　
◆県福祉センター

　　 26日 ひょうご中間支援団体ネットワー
ク意見交換会　　　　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　 28日 県社協 第197回評議員会　　
◆県福祉センター

　   3日～ 介護支援専門員更新研修B・再
研修　　　　　　　　　　　
◆神戸ファッションマートほか

 介護支援専門員専門研修課程
Ⅰ・更新研修A（前期）　　　　　
◆県福祉人材研修センターほか

　　 22日 社会福祉協議会新任事務局長
研修　　　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 社会福祉協議会新任職員研修 
◆県福祉人材研修センター

3月

4月

15日～

5日・6日

12日・15日

14日・15日

22日・23日

7日・8日／
18日・19日

5日～8日

兵庫県社会福祉研修所は、2月28日に「兵庫県福祉人材研修センター」として次のとおり移転
しました。研修を受講される方は、お間違いのないようお願い致します。

所在地 〒650-0004　　　
神戸市中央区中山手
通7丁目28-33

ＴＥＬ 078-367-3001
ＦＡＸ  078-367-4522
交　通 神戸市営地下鉄「大

倉山」駅から徒歩7
分、阪急電鉄「花隈」
駅から徒歩7分

兵庫県社会福祉研修所　移転のお知らせ

P2

社会福祉法人が連携して、地域のニーズに応える
～ほっとかへんネットの取り組みから～

特集①

P4

文化芸術活動を通じた障害者の社会参加と交流促進
特集②

P9 私の物語
女性として生まれ、父として生きる
前田 良さん（宍粟市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
～社会福祉法人ゆたか会～

みんなでつくるひょうごの福祉
神河町猪篠地区「今西十日の集い」
～月１回のゆるやかな集い場～

春にかけて、
神戸や西脇などで

“いちご狩り”を楽しめるよ。
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3月は、「自殺対策強化月間」です。
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モ
デ
ル
的
に
市
区
町
域
で
社
会
福
祉
法

人
連
絡
協
議
会（
以
下
、「
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
」）の
組
織
化
を
推
し
進
め

た
。ま
た
、県
社
協
は
2
0
2
0
年
計
画

の
重
点
的
取
り
組
み
の
１
つ
に「
社
会

福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活
動
の
推
進
」

を
掲
げ
て
お
り
、平
成
28
年
度
以
降
は
、

経
営
協
と
県
社
協
が
協
働
で
設
立
を
支

援
し
て
い
る
。現
在
、県
内
25
市
区
町
で

設
立
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。

　
そ
し
て
平
成
29
年
度
に
は
、ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
代
表
者
を
委
員
と
す

る「
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議

会
代
表
者
等
連
絡
会
」を
立
ち
上
げ
、各

市
区
町
の
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有

や
、全
県
的
な
取
り
組
み
の
推
進
方
策

の
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。同
連
絡
会

で
は
、各
市
区
町
の「
活
動
の
見
え
る

化
」に
つ
い
て
重
点
的
に
検
討
し
、今

後
、県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
積
極
的
に
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、各
地
域
で

社
会
福
祉
法
人
の
参
画
数
や
種
別
が
さ

ま
ざ
ま
な
上
に
、活
動
内
容
は
、地
域
の

特
性
に
応
じ
多
岐
に
わ
た
る
。次
に
一
事

例
と
し
て「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
灘

（
神
戸
市
灘
区
）」を
紹
介
す
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
」を

合
言
葉
に
、市
区
町
域
で
複
数
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
す
る
こ
と
で
、地
域

の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
を
図
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。県
内
で
は
、社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
以
前
か
ら
、兵

庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
以
下
、「
経
営
協
」）が
社
会
貢
献
活
動

の
奨
励
を
は
じ
め
、平
成
26
年
度
か
ら

　
神
戸
市
灘
区
で
は
、昭
和
56
年
か
ら

施
設
職
員
が
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、平
成
27
年
に
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
の
設
立
を
準
備
。複
数
回

　社会福祉法人制度改革に伴い、社会福祉法人の責務
として「地域における公益的な取組」が位置付けられた。
　兵庫県では、各市町域において「社会福祉法人連絡協
議会（ほっとかへんネット）」を組織化し、その専門性や機
能を生かした取り組みが進められている。
　この特集では、社会福祉法人同士の連携による公益的
な取り組みについて、実践事例を通じて考える。

の
実
行
委
員
会
を
経
て
、平
成
29
年
2

月
に
23
法
人
が
参
画
し
て
設
立
し
た
。

役
員
会
は
年
度
初
め
に
活
動
方
針
を
決

定
し
、全
て
の
法
人
か
ら
選
出
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
実
務
者
会
を
設
け
、５
つ

の
分
科
会
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
と
の
交
流
会

は
、地
域
の
課
題
を
知
る
た
め
に
、地

域
を
よ
く
知
る
民
生
委
員・児
童
委
員

と
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。交

流
会
で
は
、「
居
場
所
」が
テ
ー
マ
の
映

画
を
見
た
後
、意
見
交
換
を
行
い
、法

人
と
民
生
委
員・児
童
委
員
が
一
緒
に

地
域
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、継
続
し
て
交
流
の

場
を
持
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
、法
人
間
の
職
員
同
士
、ま
た
、

地
域
の
民
生
委
員・児
童
委
員
と
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
で
は
、篠

原
台
地
区
が
土
石
流
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。約
１
か
月
間
、避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、指
示
が
解
除
さ

れ
る
と
、事
務
局
の
区
社
協
の
調
整
の

も
と
、側
溝
の
土
砂
出
し
や
災
害
ゴ
ミ

を
搬
出
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
、法
人
職
員
だ
け
で
な
く
、施
設
利

用
者
も
参
加
し
た
。さ
ら
に
、区
と
し
て

各
施
設
や
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
、

自
治
会
に
届
け
る
な
ど
復
旧・復
興
に

力
を
注
い
だ
。こ
れ
を
機
に
、災
害
時
に

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
と
し
て
地
域
で
ど
う
動
く

か
、職
員
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
「
今
後
も
、職
員
一
人
一
人
が
ア
ン
テ

ナ
と
し
て
意
識
し
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
耳

を
傾
け
、実
践
を
積
み
重
ね
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
か
ら
こ
そ
で
き
る
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
、地
域
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」と
橋
本
賢

一
代
表
は
語
る
。

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」の

設
立
経
緯
と
県
内
の
状
況

社会福祉法人が連携して、
地域のニーズに応える
～ほっとかへんネットの
　取り組みから～

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

は
、お
互
い
の
法
人
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。職
員
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係
性

を
土
台
に
、日
頃
の
地
域
に
対
す
る
思

い
、気
に
な
る
住
民
へ
の
対
応
方
法
な
ど

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、社
協
を
通
じ
て
地
域
の
民
生

委
員・児
童
委
員
や
自
治
会
役
員
等
か
ら

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
。社
会
福
祉
法
人
が
、

地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
の
課
題
を
知

り
、住
民
と
共
に
考
え
、行
動
す
る
こ
と

が
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

な
い
。社
会
福
祉
法
人
同
士
の
連
携
に

加
え
、地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、行
政

等
と
い
っ
た
多
様
な
機
関・団
体
と
一

層
連
携
し
、地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
、

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
を
果
た
し
、社

会
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

表1　社会福祉法人連絡協議会の設立状況 ※平成31年2月末時点

～平成26年度 伊丹市、南あわじ市、神戸市垂水区

平成27年度 丹波市、佐用町、篠山市、神戸市東灘区、
  神戸市兵庫区、神戸市西区

平成28年度 宝塚市、神戸市灘区、神戸市長田区、
  神戸市須磨区

平成29年度 神戸市北区、明石市、小野市、三田市、加西市、
  神戸市中央区

平成30年度 加東市、たつの市、川西市、豊岡市、赤穂市、西脇市
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度
以
降
は
、

経
営
協
と
県
社
協
が
協
働
で
設
立
を
支

援
し
て
い
る
。現
在
、県
内
25
市
区
町
で

設
立
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。

　
そ
し
て
平
成
29
年
度
に
は
、ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
代
表
者
を
委
員
と
す

る「
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議

会
代
表
者
等
連
絡
会
」を
立
ち
上
げ
、各

市
区
町
の
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有

や
、全
県
的
な
取
り
組
み
の
推
進
方
策

の
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。同
連
絡
会

で
は
、各
市
区
町
の「
活
動
の
見
え
る

化
」に
つ
い
て
重
点
的
に
検
討
し
、今

後
、県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
積
極
的
に
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、各
地
域
で

社
会
福
祉
法
人
の
参
画
数
や
種
別
が
さ

ま
ざ
ま
な
上
に
、活
動
内
容
は
、地
域
の

特
性
に
応
じ
多
岐
に
わ
た
る
。次
に
一
事

例
と
し
て「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
灘

（
神
戸
市
灘
区
）」を
紹
介
す
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
」を

合
言
葉
に
、市
区
町
域
で
複
数
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
す
る
こ
と
で
、地
域

の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
を
図
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。県
内
で
は
、社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
以
前
か
ら
、兵

庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
以
下
、「
経
営
協
」）が
社
会
貢
献
活
動

の
奨
励
を
は
じ
め
、平
成
26
年
度
か
ら

　
神
戸
市
灘
区
で
は
、昭
和
56
年
か
ら

施
設
職
員
が
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、平
成
27
年
に
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
の
設
立
を
準
備
。複
数
回

の
実
行
委
員
会
を
経
て
、平
成
29
年
2

月
に
23
法
人
が
参
画
し
て
設
立
し
た
。

役
員
会
は
年
度
初
め
に
活
動
方
針
を
決

定
し
、全
て
の
法
人
か
ら
選
出
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
実
務
者
会
を
設
け
、５
つ

の
分
科
会
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
と
の
交
流
会

は
、地
域
の
課
題
を
知
る
た
め
に
、地

域
を
よ
く
知
る
民
生
委
員・児
童
委
員

と
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。交

流
会
で
は
、「
居
場
所
」が
テ
ー
マ
の
映

画
を
見
た
後
、意
見
交
換
を
行
い
、法

人
と
民
生
委
員・児
童
委
員
が
一
緒
に

地
域
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、継
続
し
て
交
流
の

場
を
持
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
、法
人
間
の
職
員
同
士
、ま
た
、

地
域
の
民
生
委
員・児
童
委
員
と
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
で
は
、篠

原
台
地
区
が
土
石
流
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。約
１
か
月
間
、避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、指
示
が
解
除
さ

れ
る
と
、事
務
局
の
区
社
協
の
調
整
の

も
と
、側
溝
の
土
砂
出
し
や
災
害
ゴ
ミ

を
搬
出
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
、法
人
職
員
だ
け
で
な
く
、施
設
利

用
者
も
参
加
し
た
。さ
ら
に
、区
と
し
て

各
施
設
や
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
、

自
治
会
に
届
け
る
な
ど
復
旧・復
興
に

力
を
注
い
だ
。こ
れ
を
機
に
、災
害
時
に

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
と
し
て
地
域
で
ど
う
動
く

か
、職
員
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
「
今
後
も
、職
員
一
人
一
人
が
ア
ン
テ

ナ
と
し
て
意
識
し
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
耳

を
傾
け
、実
践
を
積
み
重
ね
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
か
ら
こ
そ
で
き
る
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
、地
域
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」と
橋
本
賢

一
代
表
は
語
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

は
、お
互
い
の
法
人
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。職
員
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係
性

を
土
台
に
、日
頃
の
地
域
に
対
す
る
思

い
、気
に
な
る
住
民
へ
の
対
応
方
法
な
ど

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、社
協
を
通
じ
て
地
域
の
民
生

委
員・児
童
委
員
や
自
治
会
役
員
等
か
ら

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
。社
会
福
祉
法
人
が
、

地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
の
課
題
を
知

り
、住
民
と
共
に
考
え
、行
動
す
る
こ
と

が
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

な
い
。社
会
福
祉
法
人
同
士
の
連
携
に

加
え
、地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、行
政

等
と
い
っ
た
多
様
な
機
関・団
体
と
一

層
連
携
し
、地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
、

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
を
果
た
し
、社

会
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
知
り
、

応
え
る

日
頃
の
つ
な
が
り
を

災
害
時
に
も
生
か
す

事
例（
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
）

５
つ
の
分
科
会
活
動
の
内
容

①
複
合
的
な
相
談
活
動：月
1

回
、小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
閉

所
し
て
い
る
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
居
場
所（
カ
フ
ェ
）を
活
用

し
て
相
談
窓
口
を
設
置
。将
来
、

複
数
の
相
談
窓
口
を
立
ち
上
げ

る
予
定
。

②
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援：福

祉
避
難
所
の
勉
強
会
等
を
開
催
。

③
地
域
の
公
益
的
な
活
動：民
生

委
員・児
童
委
員
と
の
交
流
会
や

講
演
会
を
開
催
。

④
合
同
研
修
会：滋
賀
県
の「
縁
」

子
ど
も
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
視

察
等
。

⑤
Ｐ
Ｒ
活
動：地
図
つ
き
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
を
地
域
や
関
係
機
関
に
配

布
、地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
。
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し
た
職
員
の
福
井
彰
良
さ
ん
が
、
絵
画

を
中
心
に
支
援
を
し
て
い
る
。

　
「
障
害
の
あ
る
方
が
自
由
に
描
い
た
、

個
性
豊
か
で
伸
び
や
か
な
作
品
を
目
の

当
た
り
に
し
た
時
、
芸
術
は
誰
で
も
参

加
し
、
楽
し
め
る
も
の
だ
と
感
じ
た
」

と
福
井
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
現
在
は
、
施
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
創
作
活
動
の
時
間
を
設
け
て
い
な
い

も
の
の
、
20
代
〜
80
代
の
方
々
が
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
個
々
の
ペ
ー
ス
で
制

作
し
て
い
る
。
利
用
者
の
中
に
は
、
兵

庫
県
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
公
募
展
な

ど
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

受
け
る
方
も
多
く
い
る
。
あ
る
利
用
者

は
、「
展
覧
会
で
表
彰
さ
れ
る
と
と
て
も

う
れ
し
い
。
表
彰
式
で
大
阪
や
神
戸
に

出
か
け
ら
れ
る
の
も
楽
し
み
。
ど
ん
ど

活
動
推
進
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

同
法
の
基
本
理
念
は
次
の
と
お
り
。

　
こ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
国
に

対
し
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

を
推
進
す
る
「
基
本
計
画
」
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
に
は
、
文
化
芸
術
の

鑑
賞
・
創
造
の
機
会
の
拡
大
を
図
る
ほ

か
、
作
品
等
の
発
表
の
機
会
の
確
保
、

芸
術
上
価
値
が
高
い
作
品
等
の
評
価
や

権
利
保
護
、
販
売
等
の
支
援
、
文
化
芸

術
活
動
を
通
じ
た
交
流
の
促
進
な
ど
11

の
基
本
的
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
具
体

的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

兵
庫
県
に
お
け
る
取
り
組
み

　
兵
庫
県
で
は
、
平
成
16
年
度
に
開
催

し
た
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
き
っ

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の

意
義

　
美
術
、
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
な
ど
の

文
化
芸
術
は
、
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
見
た
り
、
聴
い
た
り
、
触
れ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
る
。
美
し
さ
や
喜
怒

哀
楽
の
表
現
に
ひ
か
れ
、「
心
の
豊
か
さ

や
相
互
理
解
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
し

て
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
。

　
そ
の
中
で
も
、
障
害
者
の
文
化
芸
術

活
動
に
は
、
既
存
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
気
づ
き
を
与
え
る
も
の

が
あ
る
。
表
現
の
ス
タ
イ
ル
や
創
造
す

る
過
程
の
魅
力
、
視
覚
障
害
者
向
け
の

対
話
型
や
作
品
を
触
る
美
術
鑑
賞
の
方

法
な
ど
、
文
化
芸
術
の
多
様
な
あ
り
方

を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

活
動
推
進
法
の
成
立
と
そ
の
内
容

　
昨
年
６
月
13
日
に
は
、
文
化
芸
術
活

動
を
通
じ
て
障
害
者
の
個
性
と
能
力
が

発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
「
障
害
者
文
化
芸
術

文化芸術活動を通じた
障害者の社会参加と
交流促進

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
兵
庫
県
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
実
施
し
て
い
る
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
交
流
を
通

し
て
共
感
と
感
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、

平
成
29
年
度
に
は
二
千
人
を
超
え
る
方

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
県
議
会
で
も
障

害
者
ア
ー
ト
展
を
開
催
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
県
は
昨
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
基
本
理
念
の

１
つ
に
、「
全
て
の
人
が
そ
の
能
力
を
発

揮
し
て
、
多
様
な
社
会
参
加
が
で
き
る

社
会
」を
掲
げ
、今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

障
害
者
芸
術
祭
の
拡
充
や
交
流
の
さ
ら

な
る
促
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
制
作

の
支
援
や
発
表
機
会
の
確
保
が
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
文
化

芸
術
活
動
の
一
つ
で
あ
る
美
術
を
取
り

上
げ
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
障
害
者
支
援
施
設
「
播
磨
園
」（
佐
用

町
）
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
利
用
者
の

芸
術
活
動
を
開
始
。
芸
術
大
学
を
卒
業 　平成30年6月、「障害者による文化芸術活動の

推進に関する法律（以下、「障害者文化芸術活動推
進法」）が議員立法で成立・施行した。
　また、2020年東京オリンピック・パラリンピック
の開催にあたり、文化プログラムの準備が進めら
れるなど、国を挙げて障害者の文化・芸術活動の
機運が醸成されつつある。
　このような情勢を踏まえ、特集では、国・県の動
向を紹介するとともに、文化・芸術活動を通じた障
害者の社会参加と交流促進について考える。

　
こ
の
よ
う
に
文
化
芸
術
活
動
は
、
障

害
者
の
社
会
参
加
の
側
面
と
、
人
と
人

と
を
つ
な
ぎ
相
互
理
解
を
深
め
る
側
面

が
あ
る
。
障
害
者
本
人
と
周
り
の
人
々

の
人
生
や
生
活
を
幸
福
に
し
、
地
域
の

多
様
な
人
々
が
つ
な
が
る
こ
と
で
共
生

社
会
づ
く
り
に
広
が
っ
て
い
く
。

　
今
、
県
内
各
地
で
住
民
同
士
の
支
え

合
い
活
動
や
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
地
域
の
活
動
拠
点
に
人
々
が
集

い
交
流
す
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
子

ど
も
食
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な

ど
の
居
場
所
づ
く
り
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
障
害
者
の
作
品
発
表
の
場
が
広
が

り
、
さ
ら
な
る
交
流
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
の
店
舗
や
商
業

施
設
と
協
働
す
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
よ
り
多
く
の
人
の
関
心
を

引
き
付
け
相
互
理
解
の
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
文
化
芸
術
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
誰
も
が
鑑
賞
・
参
加
・
創
造
で

き
る
も
の
だ
。
み
ん
な
で
関
心
を
高
め
、

共
生
社
会
を
彩
っ
て
い
こ
う
。

ん
作
品
を
作
っ

て
い
き
た
い
」

と
創
作
に
前
向

き
だ
。

　
ま
た
、
播
磨

園
で
は
作
品
発

表
の
場
づ
く
り

に
も
力
を
注

ぐ
。
こ
れ
ま
で

近
隣
の
駅
舎
や

文
化
会
館
、
店

舗
な
ど
で
展
示
し
て
き
た
。
今
年
１
月

に
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
も

ら
お
う
と
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

赤
穂
市
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
み

ん
な
が
見
れ
ば
楽
し
く
な
る
絵
画
展
」

を
開
催
し
た
。

　
施
設
長
の
塩
尻
点
さ
ん
は
、「
作
品
発

表
は
外
出
の
機
会
と
な
り
、
来
場
者
の

評
価
・
感
想
を
聞
い
て
交
流
す
る
こ
と

が
制
作
す
る
障
害
者
の
喜
び
に
な
る
。

芸
術
活
動
を
通
じ
て
障
害
者
が
社
会
と

つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
今
は
作
品
の

販
売
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
、
創
作
活
動
を
応
援
し
て
い
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

文
化
芸
術
活
動
を
後
押
し

〜
活
動
推
進
法
の
内
容
〜

①
文
化
芸
術
を
鑑
賞
・
参
加
・

　
創
造
で
き
る
よ
う
文
化
芸
術
活
動

　
を
幅
広
く
促
進

②
芸
術
上
価
値
が
高
い
作
品
等
の

　
創
造
へ
の
支
援
を
強
化

③
地
域
で
の
作
品
等
の
発
表
、

　
交
流
等
を
促
進
し
、心
豊
か
で
住
み

　
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
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し
た
職
員
の
福
井
彰
良
さ
ん
が
、
絵
画

を
中
心
に
支
援
を
し
て
い
る
。

　
「
障
害
の
あ
る
方
が
自
由
に
描
い
た
、

個
性
豊
か
で
伸
び
や
か
な
作
品
を
目
の

当
た
り
に
し
た
時
、
芸
術
は
誰
で
も
参

加
し
、
楽
し
め
る
も
の
だ
と
感
じ
た
」

と
福
井
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
現
在
は
、
施
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
創
作
活
動
の
時
間
を
設
け
て
い
な
い

も
の
の
、
20
代
〜
80
代
の
方
々
が
自
分

の
時
間
を
使
っ
て
個
々
の
ペ
ー
ス
で
制

作
し
て
い
る
。
利
用
者
の
中
に
は
、
兵

庫
県
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
公
募
展
な

ど
で
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を

受
け
る
方
も
多
く
い
る
。
あ
る
利
用
者

は
、「
展
覧
会
で
表
彰
さ
れ
る
と
と
て
も

う
れ
し
い
。
表
彰
式
で
大
阪
や
神
戸
に

出
か
け
ら
れ
る
の
も
楽
し
み
。
ど
ん
ど

活
動
推
進
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

同
法
の
基
本
理
念
は
次
の
と
お
り
。

　
こ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
国
に

対
し
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動

を
推
進
す
る
「
基
本
計
画
」
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
基
本
計
画
に
は
、
文
化
芸
術
の

鑑
賞
・
創
造
の
機
会
の
拡
大
を
図
る
ほ

か
、
作
品
等
の
発
表
の
機
会
の
確
保
、

芸
術
上
価
値
が
高
い
作
品
等
の
評
価
や

権
利
保
護
、
販
売
等
の
支
援
、
文
化
芸

術
活
動
を
通
じ
た
交
流
の
促
進
な
ど
11

の
基
本
的
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
具
体

的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

兵
庫
県
に
お
け
る
取
り
組
み

　
兵
庫
県
で
は
、
平
成
16
年
度
に
開
催

し
た
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
き
っ

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の

意
義

　
美
術
、
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
な
ど
の

文
化
芸
術
は
、
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
見
た
り
、
聴
い
た
り
、
触
れ
た
り

し
て
楽
し
ん
で
い
る
。
美
し
さ
や
喜
怒

哀
楽
の
表
現
に
ひ
か
れ
、「
心
の
豊
か
さ

や
相
互
理
解
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
し

て
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
。

　
そ
の
中
で
も
、
障
害
者
の
文
化
芸
術

活
動
に
は
、
既
存
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
気
づ
き
を
与
え
る
も
の

が
あ
る
。
表
現
の
ス
タ
イ
ル
や
創
造
す

る
過
程
の
魅
力
、
視
覚
障
害
者
向
け
の

対
話
型
や
作
品
を
触
る
美
術
鑑
賞
の
方

法
な
ど
、
文
化
芸
術
の
多
様
な
あ
り
方

を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

活
動
推
進
法
の
成
立
と
そ
の
内
容

　
昨
年
６
月
13
日
に
は
、
文
化
芸
術
活

動
を
通
じ
て
障
害
者
の
個
性
と
能
力
が

発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
「
障
害
者
文
化
芸
術

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
兵
庫
県
障

害
者
芸
術
・
文
化
祭
を
実
施
し
て
い
る
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
交
流
を
通

し
て
共
感
と
感
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、

平
成
29
年
度
に
は
二
千
人
を
超
え
る
方

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
県
議
会
で
も
障

害
者
ア
ー
ト
展
を
開
催
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
県
は
昨
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
基
本
理
念
の

１
つ
に
、「
全
て
の
人
が
そ
の
能
力
を
発

揮
し
て
、
多
様
な
社
会
参
加
が
で
き
る

社
会
」を
掲
げ
、今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

障
害
者
芸
術
祭
の
拡
充
や
交
流
の
さ
ら

な
る
促
進
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
に
制
作

の
支
援
や
発
表
機
会
の
確
保
が
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
文
化

芸
術
活
動
の
一
つ
で
あ
る
美
術
を
取
り

上
げ
、
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
障
害
者
支
援
施
設
「
播
磨
園
」（
佐
用

町
）
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
利
用
者
の

芸
術
活
動
を
開
始
。
芸
術
大
学
を
卒
業

　
こ
の
よ
う
に
文
化
芸
術
活
動
は
、
障

害
者
の
社
会
参
加
の
側
面
と
、
人
と
人

と
を
つ
な
ぎ
相
互
理
解
を
深
め
る
側
面

が
あ
る
。
障
害
者
本
人
と
周
り
の
人
々

の
人
生
や
生
活
を
幸
福
に
し
、
地
域
の

多
様
な
人
々
が
つ
な
が
る
こ
と
で
共
生

社
会
づ
く
り
に
広
が
っ
て
い
く
。

　
今
、
県
内
各
地
で
住
民
同
士
の
支
え

合
い
活
動
や
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
地
域
の
活
動
拠
点
に
人
々
が
集

い
交
流
す
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
子

ど
も
食
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な

ど
の
居
場
所
づ
く
り
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
障
害
者
の
作
品
発
表
の
場
が
広
が

り
、
さ
ら
な
る
交
流
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
ま
た
、
地
域
の
店
舗
や
商
業

施
設
と
協
働
す
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
よ
り
多
く
の
人
の
関
心
を

引
き
付
け
相
互
理
解
の
き
っ
か
け
を
つ

く
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
文
化
芸
術
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
誰
も
が
鑑
賞
・
参
加
・
創
造
で

き
る
も
の
だ
。
み
ん
な
で
関
心
を
高
め
、

共
生
社
会
を
彩
っ
て
い
こ
う
。

ん
作
品
を
作
っ

て
い
き
た
い
」

と
創
作
に
前
向

き
だ
。

　
ま
た
、
播
磨

園
で
は
作
品
発

表
の
場
づ
く
り

に
も
力
を
注

ぐ
。
こ
れ
ま
で

近
隣
の
駅
舎
や

文
化
会
館
、
店

舗
な
ど
で
展
示
し
て
き
た
。
今
年
１
月

に
は
、
よ
り
多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
も

ら
お
う
と
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

赤
穂
市
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
み

ん
な
が
見
れ
ば
楽
し
く
な
る
絵
画
展
」

を
開
催
し
た
。

　
施
設
長
の
塩
尻
点
さ
ん
は
、「
作
品
発

表
は
外
出
の
機
会
と
な
り
、
来
場
者
の

評
価
・
感
想
を
聞
い
て
交
流
す
る
こ
と

が
制
作
す
る
障
害
者
の
喜
び
に
な
る
。

芸
術
活
動
を
通
じ
て
障
害
者
が
社
会
と

つ
な
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
今
は
作
品
の

販
売
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
、
創
作
活
動
を
応
援
し
て
い
き

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

文
化
芸
術
活
動
を
通
じ
て

交
流
を
促
進
し
よ
う

の
び
の
び
と
力
強
く
表
現

｜

個
性・能
力
の
発
揮
と
社
会
参
加

｜
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

6

ＴＯＰＩＣＳ

県内各地で地域フォーラムが開催されています！

　三田市では、1月
26日に市制施行及
び三田市社協設立
60周年の節目とな
る「三田市社会福祉
大会」を開催し、600
名が参加しました。

　ご近所福祉クリエーター　酒井 保氏の記念講
演では、「“支え合い”が生み出すたくさんのお宝」
をテーマに、共生・共助の意味、支援を行う時の心
がけなどについてご講演いただきました。参加し
た地域住民の方々からは、「地域活動や自らの生
活を振り返り、今後の活動への原動力となった」と
の声が聞かれました。
　また、市内の障害者支援事業所などによる“ふく
しマルシェ”や、「認知症VR体験」（写真参照）、「知
的障がい体験」など、
「『福祉を自分ごと』体
感」をキーワードとした、
みんなで楽しめるイベ
ントが実施されました。

福祉を「身近・自分ごと」に

　阪神・淡路大震災から24年目を迎えた1月17日、ひょうごボ
ランタリープラザは、「ひょうご安全の日 1.17のつどい」にブ
ースを出展し、東日本大震災や西日本豪雨災害な
どの被災地における災害ボランティアの取り組み
を発信しました。また、平時からのつながり・支え合
いの大切さについて300名の方のアンケートを得
て、啓発パンフレットを配布し、「無縁社会から支
え合い社会へ」の理解と共感の輪を広げました。

「ひょうご安全の日 1.17のつどい」で、つながり・支え合いの大切さを発信！

　淡路市では、1月
26日に「第4回淡
路市集落福祉フ
ォーラム」を開催
し、市内外から約
230名の参加が
ありました。
　これまで、2度の全国サミットを含めた6度目
の開催となる今回は、集落づくりにおける「人
と人との関係」にスポットを当て、2つの集落の
発表から「人の関係性」が地域に生きる全ての
人を包み込む地域づくりの原動力となっている
ことを学びました。
　また、フォーラムにあわせて発行された「地

参地笑のススメ」
の解説も行なわ
れ、集落に息づく
福祉の力に酔い
しれる時間となり
ました。

消えないつながり・消せないつながり
～続・地参地笑のススメ～
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　神河町では、地域の課題解決や資源の発見を
進める話し合いが、各地区で取り組まれているん
だ。今回は、その話し合いの中から生まれた猪篠
地区の「今西最寄り」で開催されている「今西十日
の集い」を紹介するよ。

神河町猪篠地区
「今西十日の集い」
～月１回のゆるやかな集い場～

い ま に し

い ざ さ

員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、雑
談
に
花
を

咲
か
す
こ
と
が
楽
し
み
」と
言
う
。

　
話
を
楽
し
ん
だ
後
は
、発
起
人
の一人

で
あ
る
元
看
護
師
の
藤
原
さ
ん
を
中
心

に
、約
30
分
間
の
健
康
体
操
を
行
い
、介

護
予
防
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
近
年
、今
西
最
寄
り
で
は
近
所
付
き
合

い
が
希
薄
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
課
題
で

あ
っ
た
が
、集
い
に
よ
っ
て
普
段
外
出
の

機
会
の
少
な
い
人
や
車
い
す
の
方
の
参

加
も
あ
り
、再
び
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
築
き
な
お
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、一人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否

確
認
な
ど
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
に
も

な
っ
て
お
り
、参
加
者
か
ら
は「
近
く
に
話

せ
る
場
が
あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
」「
近
所

　
今
西
十
日
の
集
い（
以
下
、「
集
い
」）

は
、高
齢
者
の
外
出
機
会
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
ど
、地
域
の
声
が
拾
い
上
げ
に
く

く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら「
気
軽
に
話
が

で
き
る『
最
寄
り
単
位（
※
）』で
集
う
機

会
を
つ
く
ろ
う
」と
、猪
篠
地
域
協
議
体

か
ら
声
が
上
が
り
、平
成
29
年
11
月
に
立

ち
上
が
っ
た
。そ
の
中
心
と
な
っ
て
呼
び

か
け
た
の
は「
今
西
最
寄
り
」の
代
表
を

務
め
る
森
本
さ
ん
、民
生
委
員・児
童
委

員
、元
看
護
師
、老
人
ク
ラ
ブ
代
表
の
4

名
で
あ
る
。

　
集
い
は
、毎
月
十
日
に
開
か
れ
、誰
で

も
参
加
で
き
る
。午
前
9
時
か
ら
2
時
間

の
集
い
で
1
0
0
円
の
参
加
費
を
支
払

え
ば
、セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
飲
み
物
な
ど

が
提
供
さ
れ
る
。

　
会
場
の
集
会
所
内
に
は
、将
棋
や
輪
投

げ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
も
準

備
さ
れ
て
お
り
、自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。参
加
者
は
口
を
揃
え
て「
と
に

か
く
み
ん
な
は
話
す
こ
と
が
大
好
き
。全

の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」「
気
に

な
る
人
の
顔
を
直
接
見
る
こ
と
で
安
心

で
き
る
」と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
た

ち
が
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
た
め
、「
高
齢
者
同
士
だ
け
で
な
く
、

孫
世
代
と
も
交
流
が
で
き
る
集
い
場
に

な
れ
ば
」と
森
本
さ
ん
は
話
す
。交
流
の

機
会
を
増
や
そ
う
と
、若
い
世
代
や
子
ど

も
達
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、最
寄
り

全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

　
ま
た
、猪
篠
地
区
の
他
の
最
寄
り
で
も

集
い
場
が
立
ち
上
が
る
な
ど
、ゆ
る
や
か

な
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
。

気
軽
に
参
加
で
き
る

集
い
場
と
し
て

取材を終えて
参加者のいきいきとした笑顔を見て、地域
の中に気軽に参加できる居場所があること
が住民にとって大きな安心感につながって
いることを感じました。

今西十日の集い
（連絡先）社会福祉法人神河町社会福祉協議会

神崎郡神河町粟賀町630
TEL：0790-32-2303

※ 

最
寄
り
単
位

隣
保
単
位
と
同
義
。猪
篠
地
区
は
4
つ
の「
最

寄
り
」が
あ
り
、平
均
20
〜
30
世
帯
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く

座ったままできる健康体操。終始笑顔が絶えない。

参加費100円は、この入れ物にどうぞ。
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　今回は、社会福祉法人ゆたか会が地域住民とともに開催している「みん

なで晩ごはん」の取り組みを紹介します。

　認知症カフェの構想から始まった絆カフェが、地域住民の声を聴きなが

ら誰でも来られて、孤食も予防する地域ための晩ごはん会へと変遷してき

た実践です。

地域住民とともに、みんなで晩ごはん

社会福祉法人ゆたか会　
加西市野条町86-93
ＴＥＬ：0790-48-2521
ＵＲＬ：http://yutaka-wel.com/

Q1.取り組みのきっかけは
A1.平成26年度、県民局の呼びかけで「認知症
カフェ」の実施を自治会と一緒に検討しました。
　既に自治会が検討しているサロンと認知症カ
フェを分けずに共同開催することからスタート。
平成27年より、認知症カフェ「絆カフェ笑日（わ
らび）」を月１回開設することになりました。
　カフェでお茶を飲みながら地域の課題を話し
合っていると、「夜の方が参加しやすい人が多
い」「夜、一人でご飯を食べることが“寂しい”と
いう方がいる」との声があがり、平成29年2月か
ら昼のカフェをやめて晩ごはん会として開催す

ることになりました。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.毎月第2火曜日の18時から、下若井町公民
館を利用して、「みんなで晩ごはん」を開催してい
ます。晩ごはんの準備は、法人が運営する小規模
多機能型居宅介護事業所の利用者と職員が中心
となって行っています。
　「みんなで晩ごはん」の参加費は500円で、参
加者が材料代を負担します。地域住民から畑で
穫れる野菜をいただくこともあります。料理
は数種類用意し、バイキング形式にしてい
ます。参加者は、地域の高齢者や、仕事
帰りの若者等の参加もあります。
　公民館への送迎が必要な場合は、
職員が迎えに行くなど臨機応変に
対応するよう工夫しています。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.認知症の方は、認知症カフェだとお客さんになりが
ちですが、「みんなで晩ごはん」では料理人であり参加者で
もあります。そして、参加している若者と食事をしながら話す
こともできるため、世代間交流の機会にもなっています。
　昼のカフェを夜に変更することで、昼間に畑仕事をして
いる一人暮らし高齢者も参加しやすくなりました。頻度は
少ないかもしれませんが、孤食を防ぐ機会になっていま
す。また、誰でも自由に参加できる場として、いろいろな方
がつながるきっかけになれば良いと考えています。
　今後も、必要な方が来られるように継続して取り組んでいき
たいと考えています。

キラリ★社会福祉法人
～社会福祉法人ゆたか会～ 

若者や一人暮らし高齢者
など、地域の色んな方が集
まり語り合う

美味しそうな
手作りの料理が並ぶ

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。
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平
成
20
年
、僕
は
性
転
換
手
術
を
受

け
て
男
性
に
戻
り
ま
し
た
。

　
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
女
の
子
と
し
て

生
き
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
り
、自
分

の
性
に
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
自
分

を
隠
し
て
き
ま
し
た
。19
歳
の
時
、ド

ラ
マ
で
性
同
一
性
障
害
の
こ
と
を
知

り
、「
こ
れ
だ
」と
わ
か
っ
た
僕
は
、こ

れ
か
ら
は
男
性
と
し
て
生
き
て
い
き

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
24
歳
の
頃
、共
通
の
友
人
を
介
し
て

妻
と
出
会
い
、一
目
見
て
好
き
に
な
っ

た
僕
は
気
持
ち
を
告
白
。同
時
に
自
分

の
性
の
こ
と
も
あ
り
の
ま
ま
伝
え
ま

し
た
。

　
妻
は
す
べ
て
を
受
け
止
め
て
く
れ
、

交
際
が
始
ま
り
ま
し
た
。性
転
換
手
術

を
受
け
た
い
と
い
う
僕
の
気
持
ち
に

も
寄
り
添
っ
て
く
れ
、手
術
を
決
め
ま

し
た
。術
後
、正
式
に
戸
籍
を
男
性
へ

と
変
更
し
、妻
と
結
婚
し
ま
す
。

　
第
三
者
か
ら
の
精
子
提
供
に
よ
り

平
成
21
年
、僕
た
ち
は
子
ど
も
を
授
か

り
ま
し
た
が
、出
生
届
を
提
出
し
た
時

に
市
役
所
か
ら「
血
縁
関
係
が
な
い
の

で
、父
親
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
」と
言
わ
れ
、子
ど
も
は
無
戸
籍
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
夫

婦
で
何
度
も
悩
み
、葛
藤
し
、幾
度
と

な
く
話
し
合
い
、い
ろ
ん
な
苦
悩
を
乗

り
越
え
て
、産
ま
れ
た
と
き
は
二
人
で

大
喜
び
し
、よ
う
や
く
授
か
っ
た
子
ど

も
な
の
に
、な
ん
で
父
親
と
し
て
認
め

て
く
れ
な
い
の
か
、と
悔
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。僕
は
、他
の
誰
も

と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
た
め
に
闘
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
件
が
新
聞
に
載
っ
た
こ

と
も
あ
り
、同
じ
よ
う
に
性
に
悩
み

を
抱
え
る
多
く
の
仲
間
が
僕
の
こ
と

を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。応
援
し

て
く
れ
る
仲
間
、何
よ
り
も
支
え
て

く
れ
て
い
る
家
族
の
た
め
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
一
心
で
国
を
相
手
に
裁
判

し
、訴
え
続
け
、平
成
25
年
、最
高
裁

か
ら「
父
親
と
し
て
認
め
る
」と
い
う

決
定
が
出
ま
し
た
。よ
う
や
く
国
は

僕
が
子
ど
も
の
父
親
で
あ
る
こ
と
を

認
め
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち

と
、自
分
が
父
親
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
喜
び
か
ら
、今
度
は
う
れ
し
さ
に
涙

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
僕
に
は
今
、妻
と
二
人
の
子
ど
も
が

い
て
、可
能
な
限
り
4
人
で
講
演
活
動

に
行
っ
て
い
ま
す
。講
演
の
中
で「
世

の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
」と
い

う
こ
と
を
常
に
伝
え
て
い
ま
す
。僕
自

身
が
性
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た
か
ら

こ
そ
、人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が

あ
り
、中
に
は
僕
た
ち
の
よ
う
な
家
族

が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、誰
も

が
そ
の
人
の
立
場
に
な
っ
て
す
べ
て

を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
人
の
違
い
を「
個
性
」と

し
て
認
め
、そ
れ
を
少
し
で
も
多
く
の

人
が「
あ
た
り
ま
え
」と
思
っ
て
く
れ

る
よ
う
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

性
同
一
性
障
害
と
向
き
合
っ
て

自
分
の
生
き
方
を
否
定
し
な
い

私
の
モ
ッ
ト
ー 

女性として生まれ、
父として生きる

前田 良さん 
（宍粟市）

  まえだ　 りょう
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Personal History

昭和57年　宍粟市に生まれる
平成20年　性転換手術を受け、戸籍を「男性」へと変更し現在の妻と結婚
平成21年　当事者、パートナーが交流できる場所作りを目指し、
　　　　　「ジー・アイ・ディーKAZOKUの会」を立ち上げ

家族が「自分らしさ」を表現する場として
毎年個展を開催している

自
分
ら
し
く
、

あ
り
の
ま
ま
に

生
き
る

自
分
ら
し
く
、

あ
り
の
ま
ま
に

生
き
る



　

1
月
16
〜
17
日
、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
は
、日
本
イ
ー
ラ
イ
リ

リ
ー
㈱
の
協
力
を
得
て
、「
東
日
本
大
震

災
被
災
者
招
へ
い
事
業
2
0
1
9
」を

実
施
し
た
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

24
年
目
を
迎
え
た
神
戸
に
、宮
城
県
名

取
市
閖
上
の
被
災
者
11
名
と
、現
地
で

支
援
し
て
い
る
尚
絅
学
院
大
学
の
学

生・卒
業
生
２
名
、名
取
市
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー「
ど
っ
と
．な
と
り
」の
ス
タ
ッ
フ

　
1
月
28
日
、県
社
協
は
、県
農
業
会
館

で「
第
2
回
地
域
公
益
活
動
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
し
、社
会
福
祉
法
人
と
社
協

関
係
者
ら
約
80
名
が
参
加
し
た
。

　
大
分
大
学
福
祉
健
康
科
学
部
の
衣
笠

教
授
か
ら
、社
会
福
祉
法
人
な
ら
で
は
の

強
み
や
、存
在
意
義
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
た
。続
い
て
、衣
笠
教
授
を
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
に
迎
え
、県
社
会
福
祉
法
人
連
絡

協
議
会
代
表
者
等
連
絡
会
の
谷
村
代
表

の
進
行
の
も
と
、香
川
県
の
宇
多
津
町
と

　

1
月
26
日
、舞
子
ビ
ラ
神
戸
で「
第

52
回
兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
従
事
者
大
会
」が

開
催
さ
れ
、兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式

会
社
か
ら
加
東
市
社
協
に
福
祉
車
両
１

台
が
寄
贈
さ
れ
た
。

　

同
社
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
毎
年
12
月
に「
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
運
動
」

を
展
開
し
、地
域
福
祉
の
向
上
に
多
年

に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
福
祉

車
両
の
寄
贈
は
延
べ
22
台
と
な
り
、県

内
の
市
町
社
協
で
広
く
活
用
さ
れ
て

い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
と

交
流
を
深
め
、復
興
を
支
え
合
う

社
会
福
祉
法
人
連
携
の
意
義
を

改
め
て
考
え
る

２
名
、計
15
名
を
招
い
た
。

　

初
日
は
、神
戸
市
灘
区
な
ぎ
さ
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
方
々

と
、復
興
住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に

つ
い
て
話
し
合
い
、参
加
者
は「
震
災
か

ら
24
年
が
経
っ
て
も
ま
ち
づ
く
り
に
終

わ
り
が
な
い
。こ
れ
か
ら
も
神
戸
と
名

取
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
、一
緒
に
取
り

組
み
た
い
」と
、復
興
に
つ
い
て
支
え
合

い
を
誓
っ
た
。

　
２
日
目
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
お
よ

び
東
日
本
大
震
災
追
悼
行
事
へ
参
加

し
、震
災
の
犠
牲
者
を
悼
む
と
と
も
に
、

復
興
へ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

寄
付・寄
贈
の
お
礼

東
京
都
の
東
村
山
市
の
社
会
福
祉
法
人

連
絡
協
議
会
、大
阪
府
の
市
町
域
の
地
域

貢
献
委
員
会
に
関
す
る
実
践
が
報
告
さ

れ
た
。衣
笠
教
授
か
ら「
法
人
単
独
で
は

解
決
が
難
し
い
課
題
も
種
別
を
超
え
た

連
携
に
よ
り
解
決
が
可
能
な
こ
と
が
あ

る
。ま
た
、連
携
を
通
じ
て
そ
の
地
域
で

何
を
実
現
す
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
な
取
り
組

み
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
た
」「
も
っ
と
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
い
っ
た

意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。

なぎさ地区と名取市閖上の復興に向けて、課題や取り組みを話し合う参加者（な
ぎさ地域福祉センター）

し
ょ
う
け
い

ゆ
り
あ
げ

ひょうごの福祉
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N OW県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。



　
1
月
29
日（
神
戸
市
）と
2
月
15
日

（
姫
路
市
）、県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

福
祉
事
業
所
の
採
用
担
当
者
を
対
象
に

「
福
祉
人
材
確
保・定
着
力
向
上
研
修
」

を
開
催
し
、約
1
0
0
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
、県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
校

の
教
員
か
ら
、専
門
学
校
の
入
学
者
が

減
少
し
て
い
る
現
状
と
と
も
に
、学
生

の
就
職
活
動
の
動
向
、外
国
人
留
学
生

の
育
成
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、福
祉

人
材
を
取
り
巻
く
状
況
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、㈱
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ル
ー

プ
の
坂
本
宗
庸
氏
か
ら
、求
職
者
へ
法

人
の
魅
力
を
伝
え
る
手
法
に
つ
い
て
、

全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
解
説

が
あ
っ
た
。続
い
て
行
わ
れ
た
実
践
報

告
で
は
、若
手
職
員
で
リ
ク
ル
ー
ト

チ
ー
ム
を
組
織
し
採
用
活
動
を
行
う
法

人
や
、人
材
定
着
の
た
め
に
職
場
ル
ー

ル
の
見
直
し
を
行
っ
た
法
人
等
、県
内

で
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
学
び
、グ

ル
ー
プ
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
他
法
人
の
様
々
な

手
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
か
っ
た
」

「
地
域
に
密
着

し
た
採
用
の
重

要
性
を
感
じ

た
」な
ど
、自
ら

の
法
人
に
生
か

そ
う
と
前
向
き

な
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

労働契約法の改正により、有期労働契約（H25.4.1以降）が５年を超えて繰り返し更新された場合、職員の
申し込みにより、無期労働契約に転換します。平成30年4月1日から、申込権を有する職員が出始めていま
すが、高齢者について対応策はとられていますか。定年を迎え同じ事業主に再雇用された職員については、
特例が定められており、また、他社で定年を迎え雇用した高齢職員については、別に対応が必要です。

　定年後、引き続いて雇用する有期雇用職員については、
兵庫県労働局長に「第２種計画認定申請書」（雇用管理に
関する計画）を提出し、認定を受ければ、引き続いて雇用
される期間について無期転換申込権は発生しません。こ
のことを、「労働条件通知書」に記載し、交付することとさ
れています。（「専門的知識等を有する有期雇用労働者等
に関する特別措置法」に基づく）

社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230

(1) 定年後、再雇用する職員について

　他社で定年を迎えた高齢有期雇用職員
については、前記（１）の特例適用は無いこ
とから、高齢有期雇用職員について、別に
定年を設けることが求められます。

(2)他社で定年を迎え、
雇用した高齢職員について

無期転換ルールの特例について
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I N F O R M A T I O N

助成金情報

行事予定

助成額　1件上限100万円（助成対象費用の
80%以内）※総額4,500万円を予定

申込期間　平成31年3月18日（月）～4月18日
（木）必着

●問　●申　公益財団法人木口福祉財団
　　　　TEL 0797-21-5150
U R L　http://kiguchi.or.jp/

大阪帝塚山ロータリークラブ
2019年度社会奉仕基金助成金
社会奉仕活動プロジェクトを応援します。
対　象　大阪、京都、兵庫、奈良、和歌山、滋賀

県内で社会奉仕活動をしており、本
助成を過去4年以内（平成27年6月
以降）に受けたことのない団体

助成額　1団体上限30万円（合計3団体）
締切り　平成31年4月30日（火・休）
●問　●申　大阪帝塚山ロータリークラブ
　　　　※問い合わせはメールのみで受け付け
　　　　 （osaka.tezukayama.r.c@gmail.com）
U R L　http://osaka-tezukayama-rc.
　　　　cocolog-nifty.com/

　　　1日 生活支援体制整備事業（生活支
援コーディネーター）情報交換会
◆姫路商工会議所

 福祉の仕事就活応援セミナー　
◆三宮研修センター

　　　4日 介護に関する入門的研修（基礎
講座：姫路会場）　　　　　　　
◆じばさんびる

　　　5日 第2回ひょうごボランタリープラ
ザ運営協議会　　　　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。ぜひ
ご活用ください。

社会福祉法人NHK厚生文化事業団
第31回「わかば基金」
次の3つの方法でボランティアグループやNPO
の活動を応援します。①支援金部門②リサイク
ルパソコン部門③災害復興支援部門
対　象　地域に根ざした福祉活動を行ってい

るグループ、任意のボランティアグ
ループまたはNPO法人

助成額　①1グループ上限100万円（10グ
ループほどを予定）②1グループ上限
3台（総数50台ほどを予定）③1グ
ループ上限100万円（5グループほど
を予定）

締切り　平成31年3月29日（金）必着
●問　●申　 NHK厚生文化事業団
　　　　TEL 03-3476-5955
U R L　https://www.npwo.or.jp/

公益財団法人木口福祉財団
2019年度地域福祉振興助成
市民参加型福祉の促進と地域振興を図り、や
さしく明るく住みやすい地域社会の創造に資
することを目的に、地域福祉の振興に関わる開
拓的・先駆的な事業に助成します。
対　象　障害者や社会的弱者を支援する福

祉活動やボランティア活動に取り組
み、平成30年度に同財団の助成を
受けていない団体

 社協ワーカー実践研究会議　　
◆養父市内

 介護に関する入門的研修（入門
講座Ｂ）　　　　　　　　　　
◆姫路福祉保育専門学校

　　　6日 リスクマネジメント研修　　　　
◆県福祉センター

 施設ケアマネジメント研修（全2
コース）　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

　　　8日 「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーン推進協議会幹事会
◆県福祉人材研修センター

 生活支援体制整備事業（生活支
援コーディネーター）全県フォー
ラム　　　　　　　　　　　　
◆県立のじぎく会館

 日常生活自立支援事業 専門員
等会議　　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

　　 14日 第2回福祉の就職総合フェアin 
HYOGO　　　　　　　　　　
◆神戸国際展示場１号館

 経営・マネジメント基礎研修　　
◆県福祉人材研修センター

　　 18日 県社協 第259回理事会　　　
◆県福祉センター

　　 19日 退職共済・互助会事務説明会　
◆県福祉センター

　　 20日 第2回法人後見・市民後見推進
会議　　　　　　　　　　　　
◆県福祉センター

 成年後見フォーラム　　　　　
◆県福祉センター

　　 26日 ひょうご中間支援団体ネットワー
ク意見交換会　　　　　　　　
◆神戸クリスタルタワー

　　 28日 県社協 第197回評議員会　　
◆県福祉センター

　   3日～ 介護支援専門員更新研修B・再
研修　　　　　　　　　　　
◆神戸ファッションマートほか

 介護支援専門員専門研修課程
Ⅰ・更新研修A（前期）　　　　　
◆県福祉人材研修センターほか

　　 22日 社会福祉協議会新任事務局長
研修　　　　　　　　　　　　
◆県福祉人材研修センター

 社会福祉協議会新任職員研修 
◆県福祉人材研修センター

3月

4月

15日～

5日・6日

12日・15日

14日・15日

22日・23日

7日・8日／
18日・19日

5日～8日

兵庫県社会福祉研修所は、2月28日に「兵庫県福祉人材研修センター」として次のとおり移転
しました。研修を受講される方は、お間違いのないようお願い致します。

所在地 〒650-0004　　　
神戸市中央区中山手
通7丁目28-33

ＴＥＬ 078-367-3001
ＦＡＸ  078-367-4522
交　通 神戸市営地下鉄「大

倉山」駅から徒歩7
分、阪急電鉄「花隈」
駅から徒歩7分

兵庫県社会福祉研修所　移転のお知らせ

P2

社会福祉法人が連携して、地域のニーズに応える
～ほっとかへんネットの取り組みから～

特集①

P4

文化芸術活動を通じた障害者の社会参加と交流促進
特集②

P9 私の物語
女性として生まれ、父として生きる
前田 良さん（宍粟市）

P10

P12

ひょうごの福祉NOW

インフォメーション

P6

P7

「ストップ・ザ・無縁社会」地域での支え合い

P8 キラリ★社会福祉法人
～社会福祉法人ゆたか会～

みんなでつくるひょうごの福祉
神河町猪篠地区「今西十日の集い」
～月１回のゆるやかな集い場～

春にかけて、
神戸や西脇などで

“いちご狩り”を楽しめるよ。

山の手小学校

神戸駅高速神戸駅
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3月は、「自殺対策強化月間」です。
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